
令和５年８月２５日 

令和５年度 学校関係者評価報告書 

学校法人大原学園 

福井情報ITクリエイター専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

 令和５年度の学校関係者評価委員会を開催し、学校法人大原学園福井情報ITクリエイタ

ー専門学校の令和４年度自己点検・評価報告書に基づいて学校関係者評価を実施しており

ます。 

 

１．日時 

令和５年８月３日（木）１４：００～１４：３０ 

 

２．出席者 

（１）学校関係者評価委員 

菅安 啓二  氏（株式会社 ビジュアルソフト 常務取締役） 

三田村 崇之 氏（株式会社 ビジュアルソフト ソリューションビジネス事業部 

部長） 

竹島 隆之助 氏（株式会社 アートテクノロジー 管理本部 人事部長 部長） 

関根 智彦  氏（株式会社 スプランドゥール ＩT事業部部長） 

 

（２）事務局 

金子 秀安 （大原学園福井校 校長） 

大原 陵路 （大原学園福井校 校長） 

小倉 豪円 （大原学園福井校 総務部 部長） 

齋藤 大  （大原学園福井校 教務部 課長補佐 ） 

 

３．会議録 

（１）挨拶 大原学園福井校 校長 大原 陵路 より 

  



４．令和４年度 自己点検概要報告 

福井情報 IT クリエイター専門学校の令和４年度における自己点検・評価については、全

般的に良好な結果であった。 

学校運営は、伝統的に意思決定システムが確立されており、円滑で安定的な学校運営が行 

なわれている。また、地域特性を織り込みながら、一人一人の人材育成を重視してきた為、 

有為な人材輩出が継続的に行えているといえる。昨年度は、重点課題を「幸せな就職と実

社会で即戦力となる人材育成教育」「資格取得率の向上と実践的な知識習得」「退学率の抑

制」「保護者との連携強化」の４点とし、改善に取り組んだ。 

令和 4 年度は、感染症対策の徹底は継続しつつ、段階的に授業の制限を徐々に緩和しまし

た。令和 3 年度、オンライン教育が浸透し、様々なデジタルツールやオンラインリソース

が授業に活用されたことにより、令和 4 年度は遠隔地からの講師や専門家とのビデオ会議

を通じて学習する機会も増えた。 

情報 IT 分野においては、実技中心のカリキュラムへシフトさせている。特に、外部のプログ

ラミングコンテストにおいても常に上位の結果を維持し、審査員からも高い評価を頂いてい

る。また、国家試験対策においても高い合格率を達成出来ており、技術面知識面共に質の高

い教育を提供出来たものと判断する。 

クリエイター・マンガ・イラスト分野においては、産学官の連携に力を入れており、福井

市のお土産処や、警察庁等の公募に出展し、それぞれ採用されたイラスト、ゲーム、商品

をもって地域社会に貢献している。 

就職については、内定率 100％を達成する事ができ、多くの学生が業界からの内定を頂い

た。 

保護者との連携においても、出席状況及び成績の月次報告発送や行事案内等の定期メール

配信を行い、本校への理解と協力依頼につながった。問題がある学生については、早期に

保護者との情報共有を行い、保護者と連携して指導した。 

最後に、学校運営としては予算計画・執行は規定に従って適切に行なわれおり、財務状況

も安定している。 

 

５．令和４年度 

（1） 重点目標１ 

「幸せな就職と実社会で即戦力となる人材育成教育」をテーマとした就職教育の一層の 

充実に取り組んでいく。 

＜現状・達成指標＞ 

就職内定率は十分な成果を上げることができた。学生の希望に合った職種・勤務地を考慮

して指導を行っている。今後も本人の特性や希望を把握し、適切な就職指導を実施し、満

足度を高めていく。 

 ＜具体的方策＞ 



学生の社会人基礎力が年々低下傾向にあるため、入学直後のオリエンテーションから社会

人を意識した指導を行う。入学直後の段階から社会常識等を意識させることで、高い内定

率を維持する。また、ＰＣＰ教育を通じて即戦力となる人材を育成し、「幸せな就職と実社

会での即戦力となる人材育成教育」実現に取り組む。 

 ＜学校関係者評価委員からの提言＞  

①一般企業などでは多くの大原卒業生が活躍している。 

これからの卒業生にも期待している。 

②実学教育と人格育成教育を、入学直後の段階から教育プログラムに組み込むことで、学

生の社会常識・適性能力の低下に対応している点は評価できる。 

③本人の特性を生かせる教育および本人の長所を振り返る機会を提供した上で、取得資

格を選択させることで、即戦力として活躍できる人材を輩出して欲しい。 

④本人の能力適性に応じた職業選択を指導して欲しい。  

 

（2） 重点目標２ 

資格取得率の向上と実践的な知識習得  

＜現状・達成指標＞ 

各種検定試験が難化傾向にある中、資格取得実績は安定している。資格取得者を多く輩出

するため、教員は常に最新の知識、高い指導力、実践的な知識習得を行うために組織的な

教育研修を行う。  

＜具体的方策＞ 

企業等と連携し組織的に教員研修を実施する。 検定試験の難度上昇など、受験環境が変

化する検定試験が増加している。より多くの資格取得のため、各種検定試験の情報収集、

教材・カリキュラムの改定、指導方法の研究を継続し、教員研修を実施する。  

＜学校関係者評価委員からの提言＞ 

①取得資格の厳選、単なる資格取得のみならず、社会で即戦力となる知識習得も踏まえた 

教育を引き続き実践し、社会で即戦力となる卒業生を引き続き輩出して欲しい。 

②近年の政治・経済情勢のめまぐるしい変化に応じて、実社会で要求される内容は刻一刻 

と変化している。その変化に対応するための知識習得・研究を引き続き行い、教員の指

導力向上を更に進めて欲しい。 

 

（3） 重点目標３ 

退学率の抑制  

＜現状・達成指標＞ 

近年、退学率が増加している。退学理由は、病気療養が多い。特に、入学前から不登校気

味の学生が休学・退学につながっている。退学率を 5%以下にするため、早期対応と担任

や管理者との面談や保護者と連携を図ることで、退学を防ぐ。 



＜具体的方策＞ 

学生と担任のコミュニケーションを密に取り、授業態度や欠席等で、学生の変化を見逃さ

ないようにする。 

 ＜学校関係者評価委員からの提言＞ 

  ①退学は、学生の人生に不利な状況を招く恐れがある。可能な限り、学業を継続できる

ように、サポートしてほしい。 

 

（4） 重点目標 4 

保護者との連携強化  

＜現状・達成指標＞ 

席超過や就職活動等で問題がある学生について、保護者と連携して対処している。 

＜具体的方策＞ 

保護者に対して、学内のポータルサイトを通じて、月次報告および出席状況や成績通知を

行っている。 

 ＜学校関係者評価委員からの提言＞ 

  ①保護者の理解があれば、学生は、学習や就職活動をスムーズに行うことができる。今

後とも関係各所と連携しながら、学生を成長させてほしい。 

 

６．学校関係者委員会総括 

学生の「幸せな就職と実社会で即戦力となる人材育成教育」を教育テーマに掲げて、教職

員全員が一丸となって学校運営・教育活動に取り組んでいる。とりわけ、多くの大原卒業

生が実社会で活躍していることは、社会的貢献の意味で非常に大きな役割を果たしている。 

また、各学科ともにそれぞれの修業年限の中で、社会で即戦力となる知識技能や社会性を

向上させる教育を提供していると思われる。当校の特徴として、教員と学生との信頼関係

が強い学校であり、様々な場面で学生とコミュニケーションを図り、学生の特性を踏まえ

た上での指導が、素晴らしい教育成果を上げている原点であろうと推察される。学習相談

のみならず、日々の生活における悩みなども教員・保護者と共有解決しながら、学生が成

長していく姿が想像できる。今後も「幸せな就職と実社会で即戦力となる人材育成教育」

を永続的に実現するには、社会の変化に対応した教育プログラムの開発・改訂・提供を行

うことが重要と考えられるため、重点課題の改善に向けた取り組みの中で反映させて欲し

い。今後も学校関係者一同、客観的な視点から様々な提言を投げかけることにより、当校

が社会の信頼を益々得られるようにサポートして行きたいと思う。 

 


